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2023年3月期第2四半期累計 : 業績ハイライト

新規事業への投資負荷からやや収益性が低下したものの、順調な推移となっています。

12,060
前年同期

+26％

連結売上収益
（百万円）

前年同期

+36％

ヘルスビッグ
データ

1,159万人

Pep Up-ID数

393万人

取引健保の
母集団数

2,956
前年同期

+20％

連結EBITDA
（百万円）

前年同期

+14％ +11％

遠隔医療および
調剤薬局支援

遠隔医療 調剤薬局支援 +39％

インダストリー向け
取引額

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用
LTM：Last Twelve Months（直近四半期から過去12ヶ月）

※ 2022年９月末時点の継続契約締結済健康保険組合の組合員数並びにID発行数の推計

※2021年９月LTMと2022年９月LTMの比較
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（参考）JMDCグループの事業セグメント

ヘルスビッグデータセグメントはデータアセットの拡充・事業領域拡大が加速しています。遠隔医療・調剤薬局支援セグメントはCovid-19の影響が

ほぼ沈静化し堅調に推移しました。

5

ヘルスビッグデータ

遠隔医療

調剤薬局支援

インダストリー向け
製薬企業や保険会社などへのデータ活用事業

ビジネス概要

保険者・生活者向け
健保組合向けデータ分析及び健保組合員向け
のICTプロダクト「Pep Up」の提供

医療提供者向け
薬剤DB、医療機関向けデータ分析・利活用、
経営コンサル・ファイナンス、WEB問診

遠隔画像診断サービスの提供

薬局向けレセコン・電子薬歴の開発・提供

2023年3月期上期 概況

• コンサルティングが成長を牽引
• RWD社のグループインにより医療機関由来データが

拡充。次の成長の準備が着実に整う

• 大型健保の開拓、Pep Up導入の加速により、各KPI
は順調に拡大

• 自治体・企業向けサービスが順調に伸展
• 他方、ウェアラブル販売が低迷

• 医療機関向けシステムの導入施設数の増加により、
データボリュームは順調に拡大

• RWD社のグループインにより、診療支援ソリュー
ションが拡充

• 本Q2においては、Covid-19の影響は縮小
• 堅実な需要とオペレーション改善による収益性向上

が持続

• Covid-19に起因した調剤薬局経営の不透明さの影響
が残る

• 前1Qに実施したM&Aにより事業規模は拡大



2023年3月期第2四半期累計 : マネジメントビューポイント

株主・投資家をはじめとするステークホルダーの方々のご理解をより深めていただくため、マネジメント ビューポイントを掲載します。

2023年3月期Q2の業績をどう評価するか

既存事業は順調に拡大していくか

今後の事業の見通しについてどう考えているか

• 売上は計画通り順調に推移した。インダストリー向けのデータ活用において、上位ユーザーのCovid-19関
連の大型プロジェクトが終了したことを受け上位セグメントの成長が鈍化したが、他方で、取引企業数が
大きく増え、ユーザーのすそ野が広がったことで全体の成長は維持。データ需要の強さは継続している。

• 利益面では赤字フェーズのRWD社の連結化や新規事業投資の増加により収益性が低下した。ただし新規投
資先の業績は下期偏重であるため、年度では減益分は取り戻すことが可能とみている。

新規事業の立ち上がりのタイミングはいつか

① RWD社は、JMDCとの機能とデータの統合を進めており今期中の収益化を図る。医療機関データでは電子
カルテデータはすでにNo.1となり、DPCは1-2年後にNo.1となることで成長エンジンとして機能させたい。

② 自治体事業および事業会社向け事業は、今期大きく立ち上がりを見せており、コスト先行のフェーズは今
期で完了し、来期から収益フェーズに移行。事業拡大によりデータ基盤も拡充が進む。

③ 医師ネットワーク事業は、一定の会員規模に達するまで収益化を急がず、医師内でのブランド化やコミュ
ニティ作りを優先していく。ポイント施策なく会員数は急速に増加しMAU(月ごとのアクティブ会員）率
も20-30%と高く維持できており、数年後の収益化には自信を持っている。

④ 治験のデジタル化は、この数年は医療機関におけるDWH構築の投資を進めていく。デジタルGxP(臨床試
験・市販後調査など）プロジェクトをいくつか進めながらも、2-3年は投資先行となる見通し。

コスト先行の新規事業はどういったものがあるか、
また今後増加するか

• 主なコスト先行での新規事業は、①医療機関データの収集、②自治体や企業における生活者データの収集、
③医師ネットワークの拡大、④治験のデジタル化の4つ。

• 経営リソースの観点から、上記を除くコスト先行の大型新規事業立ち上げは当面計画しておらず、今後数
年はこれら新規事業の収益化を優先する。なお、PHRは収益化できておりその水準の範囲で展開。

• 各事業セグメントともに順調に推移している。
• とりわけ、ヘルスビッグデータ事業は、アップセル・クロスセル戦略が奏功し力強く成長。今後さらに医

療機関データやその他データの拡充など、ヘルスデータNo.1の地位を確たるものとすることで成長力を持
続することは可能とみている。

• 成長に向けた打ち手の数は十分であり、前途は明るい。ただしその実現に向けた道のりは一歩ずつ。収支
バランスとスピード感を意識しながら進めていく。

マネジメントビュー
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Section 2
2023年3月期 第2四半期業績報告
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2023年3月期第2四半期 : 連結業績サマリー

(単位：百万円) 22年3月期第2四半期累計 23年3月期第2四半期累計

売上収益

営業利益
（率）

税引前利益
（率）

親会社の所有者に
帰属する利益

（率）

EBITDA
（マージン）

前年同期比

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益

9,550

1,733
(18%)

1,715
(18%)

1,136
(12%)

2,472
(26%)

12,060 +26%

2,207
(18%) +27%

2,234
(19%)

+30%

1,444
(12%)

+27%

2,956
(25%)

+20%

主要なPL項目は順調に推移しています。
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（参考） 2023年3月期 : 通期業績予想に対する進捗状況

当社グループの業績は下期に偏重する傾向にあり、その点を踏まえると上期までの進捗は、順調に推移しています。

(単位：百万円)

売上収益

営業利益
（率）

税引前利益
（率）

親会社の所有者に
帰属する利益

（率）

EBITDA
（マージン）

進捗率

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益
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23年3月期第2四半期累計 23年3月期通期計画
（前期）
進捗率

12,060

2,207
(18%)

2,234
(19%)

1,444
(12%)

2,956
(25%)

27,500

6,000
(22%)

6,000
(22%)

4,000
(15%)

8,000
(29%)

44%

37%

37%

36%

37%

44%

36%

36%

35%

39%



2023年3月期第2四半期 : 連結売上収益の状況

データ需要の持続的な拡大と事業領域の拡張により、グループ全体の事業規模が成長しております。

連結売上収益 前年比較 連結売上収益 四半期推移

(単位：百万円) (単位：百万円)

3,212
3,763

4,630
5,165

4,530
5,020

6,128 6,135
5,776

6,283

Q4Q2Q4Q3Q1 Q2 Q1 Q3 Q1 Q2

+ 25%

4,530 5,776 

5,020 

6,283 

12,263 

15,439 

22/3期

下期

23/3期

Q2

Q1

21,814

27,500

進捗率
44%

Note: IFRSベース

進捗率

44%
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21/3期 22/3期 23/3期

+ 26%



28 26 23

2023年3月期第2四半期 : 連結EBITDAの状況

他方、利益面ではRWD社のグループインなど固定費の増加により、収益性が低下しました。

売上収益が偏重する下期には、成長投資による固定費増が相対的に薄まり、収益性を回復する見込みです。

連結EBITDA 前年比較 連結EBITDA/マージン 四半期推移

(単位：百万円) (単位：百万円、%)

EBITDA
マージン

EBITDA

614

1,050

1,619 1,582

1,164
1,308

2,107

1,831

1,521 1,434

Q2Q4Q1 Q3Q2 Q1 Q4Q3 Q1 Q2

+ 10%

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益

1,164 1,521 

1,308 
1,434 

3,939 

5,043 

22/3期

下期

23/3期

Q2

Q1

6,411

8,000

進捗率
39%

進捗率

37%
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21/3期 22/3期 23/3期

+ 20%

通期EBITDAマージン

29%

通期EBITDAマージン

29%



（参考）2023年3月期第2四半期 :上期の連結EBITDAと成長投資

上期においては、拡大する将来のデータ需要を確保するため積極投資を行いました。その結果として収益性の悪化が生じましたが、新規に投資した

企業は下期偏重であるため、このマージン低下は一時的なものと考えております。

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用
なお、成長投資増分にはM&A関連費用を含みます。
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2,472 

2,956 

22/3期
上期

23/3期
上期

成長投資増分

+ 20 %

• 成長投資増分 計3.5億円
✓ RWD社等のM&A新規投資による

EBITDA押し下げ（2.2億円）
✓ 自治体・企業等含めた新規データ獲

得のための追加投資によるEBITDA
押し下げ（1.3億円）

• これらを除く、既存事業の成長による正
常収益力の向上は、
前期比+30%と事業性に問題なし

• RWD社等の新規子会社は下期は収益化の
見込みであり、こうした影響が継続する
と考えていない

連結EBITDA 前年比較

(単位：百万円)

+ 30 %



（参考）2022年3月期第2四半期 : 連結売上収益/EBITDA（LTMベース）

シーズナリティを排除したLTMベースの業績は、売上収益/EBITDAともに順調に拡大しています。
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21/3期 22/3期 23/3期21/3期 22/3期 23/3期

3,379
3,593

4,278

4,867

5,416
5,675

6,163
6,411

6,768 6,895

Q3Q4Q1 Q1Q1Q2 Q4Q3 Q2 Q2 ラベル

12,813 13,508
15,110

16,771
18,089

19,346
20,844

21,814
23,060

24,324

Q4Q2Q1 Q1Q3Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 ラベル

連結売上収益 LTM推移 連結EBITDA LTM推移

(単位：百万円) (単位：百万円)

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用
LTM：Last Twelve Months（直近四半期から過去12ヶ月）



2023年3月期第2四半期 : セグメント別業績

Covid-19の影響が縮小し、全てのセグメントで売上・利益ともに伸長しました。

(単位：百万円) 22年3月期第2四半期累計 23年3月期第2四半期累計 前年同期比

ヘルスビッグデータ

5,829 

1,735 

(30%)

7,903 

2,028 

(26%)

+36%

+17%

売上

EBITDA

(マージン)

遠隔医療

2,149 

730 

(34%)

2,439 

924 

(38%)

+14%

+27%

売上

EBITDA

(マージン)

調剤薬局支援

1,659 

163 

(10%)

1,843 

192 

(11%)

+11%

+18%

売上

EBITDA

(マージン)

調整額 △88

△157

△126

△189

-
-

売上

EBITDA

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益
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（参考）2023年3月期第2四半期 : セグメント別売上収益/EBITDA

ヘルスビッグデータ事業が当社グループの売上約6割強、EBITDA約7割を創出しています。遠隔医療は引き続き高い収益力を維持しています。

売上収益

12,060
百万円

（調整額△126百万円を含む）

ヘルスビッグデータ

遠隔医療

調剤薬局支援

2,439百万円

7,903百万円

1,843百万円

調整額
△126百万円

2,956
百万円

（調整額△189百万円を含む）

EBITDAマージン
25%

ヘルスビッグデータ

遠隔医療

調剤薬局支援

EBITDA/EBITDAマージン

2,028百万円

26%

924百万円

38%

192百万円

11%

調整額
△189百万円

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用、EBITDAマージン：EBITDA÷売上収益
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2023年3月期第2四半期 : 連結貸借対照表

海外募集による新株発行及び第三者割当による新株式発行を行い、株式の発行による収入29,212百万円を計上しました。調達した資金は、直近の

M&Aへの充当を目的として金融機関から借り入れた借入金の返済等に充当する予定です。

2022年9月末 連結貸借対照表 現預金及び有利子負債 推移
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(単位：百万円) (単位：百万円)

13,123

32,100
41,467

57,502

112,092

18,381

61,610

112,092

現預金

その他流動資産

非流動資産

借入金

その他負債

自己資本

資産 負債・資本

Note: IFRSベース

13,192 13,567
11,705

32,331 32,100

22年3月末 8月末 9月末

12,255

41,467

現預金

借入金

資金調達額

29,212



Section 3
ヘルスビッグデータ事業
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ヘルスビッグデータ事業 : 売上収益の状況

ヘルスビッグデータ事業の売上は、データ需要の持続的な拡充と事業領域拡大を通じ、安定した成長を継続しています。

売上収益 経年比較 売上収益 四半期推移

(単位：百万円) (単位：百万円)

1,798
2,098

2,855

3,440

2,756
3,073

4,054 4,135

3,749

4,153

Q1Q4Q1 Q2 Q3 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 ラベル

+ 35%
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21/3期 22/3期 23/3期

2,756 
3,749 

3,073 

4,153 
5,829

Q1

22/3期
上期

7,903

23/3期
上期

Q2

+ 36%

Note: IFRSベース



ヘルスビッグデータ事業 : EBITDAの状況

新規データ獲得のための積極投資に加え、事業領域拡大に向けた新規M&Aによりコストを取り込んだことで、上期においては前期比△3.5億円の利

益インパクトがありました。

EBITDA 経年比較 EBITDA 四半期推移

(単位：百万円) (単位：百万円)

406

707

1,202
1,330

858 877

1,677

1,446

1,124

903

Q3Q1 Q2 Q1Q2Q4 Q1 Q3 Q4 Q2

+ 3%
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21/3期 22/3期 23/3期

858 
1,124 

877 

903 

Q2

1,735

22/3期
上期

23/3期
上期

Q1

2,028+ 17%

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用



（参考）ヘルスビッグデータ事業 : 上期のEBITDA増減分析

上期で生じた積極投資を除くと、EBITDAの本質的な成長性は維持しています。

また、主要な新規子会社（RWD、アイメプロ、クリンクラウド）は事業構造上、その業績は下期偏重であるため下期には収益貢献が期待できます。

上期EBITDA 前年との増減分析 新規子会社の収益予想

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用
なお、新規子会社の収益予想は経営管理上の単純合算数値であり、IFRS調整額を調整しておりません。また、 RWD社等のM&A新規投資にはM&A関連費用を含みます。

1,735

22/3期
上期

自治体・企業等
含めた新規デー
タ獲得のための

追加投資

オーガニック
グロース

による収益増

RWD社等のM&A
新規投資

23/3期
上期

2,028

+ 38%

20

下期（見込み）Q2実績

(単位：百万円) (金額ベース)



JMDCヘルスビッグデータ

JMDCは、日本におけるヘルスケアの多様なデータを集積し、すべてのヘルスケアプレーヤーがデータを利活用できる環境を構築することで医療の

進化を支援していきます。

疫学

データ

研究

JMDC’s Health

Big Database

疾患発生率

の算定

患者の

動態分析

地域医療

ネットワーク

分析

患者数の

推計・分析

保険者

保険会社

製薬企業

調剤薬局

医療機関

医師

事業主

生活者

データ活用 データ活用

データ提供データ提供
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ヘルスビッグデータ事業 : 概要

「インダストリー向け」（主に製薬企業・保険会社）、「保険者・生活者向け」、「医療提供者向け」など、各ヘルスケアプレーヤーに対するデー

タを活用した事業展開を進めています。

(単位：百万円)

インダストリー向け

内容

主に製薬企業や保険会社で活用

• 製薬企業は薬剤の価値を高める分析、保険会社は商品開発などに活用
• コンサルティングによるデータ利用拡大・付加価値向上を図る
• 保険者DB以外のDBの利用も組み合わせ活用

3,729

1,117

2,955

ヘルスビッグデータ事業規模

保険者・生活者向け

健康保険組合向けサービスとPep Upを展開

• レセプトや処方履歴などの情報を集積し、医療費抑制の施策を立案
• 健診受診勧奨や重症化予防のほか、特定保健指導など介入事業を行う
• PHR拡大により個人と直接つながるサービスを展開

医療提供者向け

医療機関向け事業も急速に拡大

• 院内データを分析し、コンサル・ファイナンスに活用
• 薬剤の添付文書DBやWEB問診などの独自アプリを医療機関向けに提供
• リアルタイムデータを基にした診療支援も実施

（23/3期上期実績）

Note: 事業規模は経営管理上の単純合算数値であり、IFRS調整額及びセグメント内取引調整額を調整しておりません。
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300

0

100

400

200

22/3期18/3期 19/3期 20/3期 21/3期 23/3期

5,639

7,849

+ 39%

2,356
2,897

3,422

4,862

6,604

21/3期 23/3期18/3期 19/3期 20/3期 22/3期

インダストリー向け : データ活用の事業状況

１社あたりの年間取引額と取引顧客数が順調に拡大し、本年9月までのLTMはYoY＋39％と成長しています。

Note: 各年度の取引額の上位10社、上位11-20社、上位21社以降の取引額より算出。YoYはYear on Yearの略で対前年比。
LTM：Last Twelve Months（直近四半期から過去12ヶ月）

クライアントセグメント毎の1社あたり年間取引額

(単位：百万円)
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インダストリー向けデータ活用 売上

(単位：百万円)

22/9期LTM

21/9期LTM

21位以下

Top10

Top11-20

22/9期LTM



A B C D E F G H I J ・・・・

300

200

0

（製薬企業、保険会社）

(単位：百万円)

（参考）インダストリー向け : データ活用の事業方針

100

上位ユーザーでCovid-19関連の大型プロジェクトが完了したことを受けて、上位セグメントの成長率が鈍化しました。

そうした影響があったにも拘わらず、取引社数の大幅な増加などでデータ利活用は全体として好調。成長性は力強く維持できています。

Note: グラフはイメージ。
LTM：Last Twelve Months（直近四半期から過去12ヶ月）

24

ステップ① 業界のフロントランナー顧客とデータ活用を拡げる

• 上位顧客との取引を通じて用途を開発しながら、上位顧客の平均取引額を上昇

✓ Top10顧客の平均取引額が7％up（2021年9月LTM vs 2022年9月LTM）

ステップ② データ活用を業界標準にする

• データ活用のすそ野を広げることで、取引顧客数が増大

✓ 顧客数は26％up（2021年9月LTM vs 2022年9月LTM）

• 上位顧客との取引で拡大した用途を横展開し、全体の平均取引額を上昇

✓ 11位以下顧客の平均取引額が19％up（2021年9月LTM vs 2022年9月LTM）

製薬企業・保険会社の顧客1社あたりの年間取引額



インダストリー向け : データ活用の取引額の最大化

データ活用の拡大を図るため、「高付加価値化（アップセル）」×「データ種類の拡充（クロスセル）」による施策を講じていきます。

付
加
価
値
ア
ッ
プ
（
ア
ッ
プ
セ
ル
）

データ

解析

コンサル
ティング

ソリュー
ション

DB

データ種類拡充（クロスセル）

健診保険者
レセプト

医療施設

医師

検査値

電子カルテ 問診 医療画像

DPC

活動量 薬剤PRO ゲノム

・・・
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564
757

1,313

1,595

226

726

381

650

インダストリー向け : アップセルに向けた取り組み

データやDBが堅調に成長しつつ、アップセル戦略として取り組みを強化してきたコンサルティングやソリューションなどの高付加価値サービスが大

きく拡大しています。

アップセルの状況（サービス別売上）

データ

解析

コンサルティング

ソリューション

DB

• アプリケーション開発やデータを通じた
業務改善システム開発なども大きく拡大

• データを活用したコンサルティングサービス、
データベース解析が順調に積み上がる

• データベースのサブスクリプション利用は
普及が促進

• アドホックでのデータ提供も安定的に拡大

(単位：百万円)

3,729

26

2,485

22/3期
上期

23/3期
上期



1,971

2,555

514

1,174

22/3期
上期

23/3期
上期

インダストリー向け : 保険者データベース以外のクロスセルの状況

クロスセル戦略として取組みを強化してきた保険者DB以外の売上規模も、前年の倍以上に成長しています。

・

(単位：百万円)

• データベース拡充により、様々な用途開拓が
進む

• 保険者由来のデータベースの利活用は順調に
拡大

保険者DB

学会情報DB

医療施設DB

医療機関DB

・
・
・
・

クロスセルの状況（データ種類別売上）
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3,729

2,485



インダストリー向け : 各領域データのポジション

データ事業は、データシェアがNo.1に至るとマーケットシェアが非連続に大きく拡大します。保険者データに加え、RWD社とデータ統合により電

子カルテデータがシェアNo.1となりました。DPCデータについてもNo.1ホルダーとなることで、顕在するマーケットのシェア獲得を図ります。

28

データシェア

マーケット
シェア

No.1のポジション

保険者データ
すでに当社はマーケットシェアは高く、
アップセルによるデータ活用の幅を広
げることで市場を拡大を牽引していく。

DPCデータ
すでに市場は顕在。1-2年でデータ
シェアNo.1を獲得することでマーケッ
トシェアの非連続点を超えていく。

電子カルテデータ
RWD社のグループインにより、データ
シェアは圧倒的。解析、臨床試験での
データ活用で潜在市場を取り込む。

保険者データ

DPCデータ

電子カルテデータ

マーケットシェア
拡大の非連続点

調剤データ

調剤データ
データシェアの拡大および速報性など
の特長を活かしマーケットシェアを高
める。

円の大きさはマーケット規模のイメージ
（薄い円は将来）



インダストリー向け : データベースの強さを支えるノウハウ/技術

データベースの量だけでなく、長期間にわたって蓄積してきたデータベースの質を担保するためのノウハウや技術が、データ利活用における高い参

入障壁と競争優位性につながっています。

29

ノウハウ/技術

データ

クレンジング/標準化

15年間以上のDB活用で蓄積し続

けている独自かつ大規模な工程で

DBを構築

個人情報保護法

常に最新の個人情報保護法制に対

応、最適化したビジネスモデルを

構築

解析/データサイエンス

テクノロジーとヘルスケア領域の

知見を両立したデータ利活用技術

データセキュリティ

お預かりした機微な個人データを

安全に管理・保管

サービス/ソリューション

開発

データ特性に精通しつつ、提供先

のニーズに合わせてサービス/ソ

リューションを設計

匿名加工

法制度への適合を前提に、個人の

プライバシー保護と利活用をバラ

ンス

データ利活用

サービス

レセプト

データ等

解析サービス・

事業支援等

保険者

医療機関

調剤薬局

製薬企業

金融機関

官公庁

アカデミア生活者



保険者・生活者向け : データ基盤の広がり

健康保険組合での圧倒的なポジションを強化しつつ、自治体や協会けんぽへのサービス提供を進めております。

(単位：万人)母集団は順調に増加 追跡可能対象は2.5人に1人

0

1,000

500

19/418/4 20/4 21/4 22/4

Note: 加入者は各年の4月末及び9月末時点で継続契約を締結している（単発取引を除く）取引健康保険組合の組合員数の合計（四捨五入）。但し、過去の組合員数は当該時点の取引健保の現在の組合員数の合計。

健保2,000万人

規模の圧倒的なポ
ジションを早期に
目指します

総数

約2,900万人

健保数307

1,159万人

約2.5人に1人

1,159

JMDC母集団数推移 健康保険組合における浸透状況
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保険者・生活者向け : 事業の状況

ウェアラブル販売の売上減少分を他のソリューションの拡販により補いましたが、当事業領域の業績が拡大するまでには至りませんでした。

他方、Pep Upのユーザー数は順調に増加を続けており事業基盤の拡大は順調に伸展しています。

(単位：百万円)

保険者・生活者向け事業売上 四半期推移 Pep Up ユーザーID数

343

22/9期22/3期

393+ 14%

(単位：万人)

21/3期 22/3期 23/3期

31

339

460
381

831

568
654 641

984

466

651

Q1Q3Q1 Q2 Q4 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2

△ 0%



（参考）保険者・生活者向け : サービス内訳の変化と次のフィールド開拓

健康保険組合向けの売上は、ウェアラブル取引額を除くと単Q2YoYで+26%と順調に成長しています。

また、自治体・企業向けサービスの受注確定分だけで前期比で約3倍まで積み上がっており、年度末のデリバリーと業績計上を予定しています。

32

健康保険組合向け サービス別売上構成比 自治体・企業向けサービスの受注状況

21/9期 22/9期

約 3倍

21年度Q2 22年度Q2

健保向け
保健事業支援

ウェアラブル

Pep Up

ウェアラブル
昨年度までは一部健保での大型
受注があったが、今期は大型取
引に慎重な姿勢

Pep Up
多くの健保から小口で柔軟な取
引の需要が増えている。こうし
た大型一括から小口分散化への
流れを捉え拡大

保健事業支援
健保向けの既存ビジネスは堅調
に推移

+ 26%

(金額ベース)(金額ベース)



医療提供者向け : 事業の状況

医療機関向けの各サービスが順調に成長し、医療機関由来のデータ基盤拡充が急速に進んでおります。グループ全体でみると医療機関（病院）との

取引範囲はまだまだ広く、データ利活用基盤は今後も拡大していけるものと考えています。

(単位：百万円)

医療提供者向け事業売上 四半期推移 医療機関向け（病院のみ）システム提供数

705 711

881

1,040
968

1,087
1,142

1,353
1,410

1,544

Q1 Q4Q2Q2 Q4Q3 Q1 Q3 Q1 Q2

+ 42%
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21/3期 22/3期 23/3期

RWD

22/9期

ICM

MDB

ドクターネット

JMDC

約 2,300病院

• 電子カルテ等のDB化・
分析システム

• 服薬指導システム

• 遠隔画像診断システム

• DPC/レセプト等のDB
化・分析

約6~700病院

データ利活用許諾

順調に取組み中

順調に取組み中

順調に取組み中

これから着手

(施設数ベース)



医療提供者向け : 医療提供者ネットワークの拡大（Antaa、イシヤク）

「Antaa」「イシヤク」のユーザー増がともに加速を続けており、医療提供者ネットワークは順調に拡大しています。

40,000

50,000

60,000

22/5 22/822/4 22/6 22/7 22/9

+ 29%

40,000

60,000

50,000

22/722/622/4 22/822/5 22/9

+ 28%
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「Antaa」 会員医師アカウント数 「イシヤク」ユーザーID数

(単位：人)



傷病発生 重症化
健診
受診/放置

総合
リスク

(医療費・
年齢・
部位別)

特定
傷病

将来医療費
予測

生活習慣病全体と糖尿病性腎症の
10段階リスク予測

透析・脳・心
超重症化
予測

心/脳/糖尿/腎/肝の部位別
10段階リスク予測

生活習慣病
保健指導

受診確率予測

ΔeGFR予測
（糖尿病性腎症）

メンタル疾患
予兆検知

TIA予後
予測

予後

行動
(受診
有無等)

治療継続/
中断

保健指導受診/
傷病予兆発見

受診による
医療費減少額

予測

歩数/睡眠時間等を用いた
生活習慣病予測

健診受診確率
予測

健康改善の
意思予測

全期間

糖尿病
受診中断予測

心房細動予測 脂肪肝予測
インスリン治療発生

予測
乳がんステージ

判別

健康年齢
予測

高齢者健康リスク予測

短期健診値変化
予測

傷病重症度判定
（異形成、潰瘍性大腸炎）

死亡転帰判定

5年後健診値
予測

睡眠時無呼吸症候群
予測

データ活用例 : JMDCの予測AI開発

豊富なデータを使った新たなアルゴリズムの開発も進んでいます。今後もデータの可能性を高める研究を積極的に行っていきます。
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データ活用例 :インダストリー向けプロジェクトテーマ

データアセットが蓄積していくことで、インダストリーにおけるデータ活用の幅が広がっています。

保険者 医療機関 調剤薬局PHR オープンデータ
医師

プラットフォーム

中期

短期

RWDによ
る対象群

DCT

MR活動支援

被験者募集

KOLリサーチ

リポジショニング

医師への
プロモーション

施設選定

臨床試験のデジタル化

トリートメント
フロー PMS

KPIモニタリング

潜在患者の
掘り起こし

製薬企業向けの例

医師パネル

KOLサポート

規
制
を
遵
守

自治体連携

DB研究
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Section 4
遠隔医療事業および調剤薬局支援事業
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遠隔医療事業（Tele-RADサービス）: 概要

日本の医療施設は約11万軒、画像撮影数は年1.5億症例に比し、放射線診断専門医は約6,000名と不足。専門医リソースを有効に活用し、このギャッ

プを埋めていきます。

レコード

画像診断依頼と
契約読影医をマッチング

DtoDで遠隔医療を実施

契約医療機関数

画像DB 専門医
DB

国内最大

業界シェア28％

Note: 業界シェアは、矢野経済研究所「2021年版 医用画像システム（ＰＡＣＳ）・関連機器市場の展望と戦略」を基にドクターネットにて作成。
契約施設数、読影医数ともに、ドクターネットのサービス契約施設数及び契約読影医数の総数を記載。
出典:厚生労働省「令和2(2020)年医療施設動態調査」、公益社団法人日本放射線学会HPの専門医一覧

1,088
放射線診断専門医
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遠隔医療事業 : 業績

Covid-19の影響が縮小したことに加え、堅実な需要からなる売上成長とオペレーション改善による収益性向上を両立し、業績は順調に推移していま

す。

Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用

861

1,038
1,100

1,046 1,027
1,122

1,221

1,070

1,175

1,264

Q2 Q3Q1Q1 Q2 Q4Q3 Q4 Q1 Q2 ラベル

+ 13%

231

313

373

306
330

400

470

314

439

485

Q1 Q2 Q3Q2 Q4Q3 Q1 Q4 Q1 Q2 ラベル

+ 21%

遠隔医療事業売上 四半期推移

(単位：百万円) (単位：百万円)

EBITDA 四半期推移

21/3期 22/3期 23/3期21/3期 22/3期 23/3期
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（参考）遠隔医療事業（Tele-RADサービス）: 事業の構造

当社サービスは契約医療機関にとって無くてはならないサービスであるため、昨今のCovid-19の常態化のなかにおいても出検数も増加に至っていま

す。

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

17/3 18/3

2019年3月期契約

2015年3月期契約

15/3 16/3

2018年3月期契約

20/3

2017年3月期契約

2016年3月期契約

2014年3月期以前契約

遠隔読影マッチングサービスの売上高（百万円）

2020年3月期契約

19/3

2021年3月期契約

21/3

Note: 売上は経営管理上の数値。ドクターネットは2018年4月より連結財務諸表に取り込んでおりますが、上記はそれ以前からの数値を含めて記載

2022年3月期契約

22/3
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調剤薬局支援事業 : 業績

調剤薬局の投資抑制の影響を未だ一部受けておりますが、安定した業績を維持しています。

588
658

703
741

782

877 907

1,014

910 933

Q3Q2Q3Q1 Q2 Q4 Q1 Q4 Q1 Q2 ラベル

+ 6%

39

99 102

129

49

113

46

222

47

144

Q3Q2Q1 Q4Q3 Q4 Q1 Q2 Q1 Q2 ラベル

+ 28%

調剤薬局支援事業売上 四半期推移

(単位：百万円) (単位：百万円)

EBITDA 四半期推移

21/3期 22/3期 23/3期21/3期 22/3期 23/3期
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Note: IFRSベース
EBITDA：営業利益＋減価償却費及び償却費±その他の収益・費用



Section 5
事業展望
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JMDCのミッション

「健康で豊かな人生をすべての人に」

データとICTの力で、

持続可能なヘルスケアシステムを実現する

43



製薬企業 医療機関 医師 生活者 保険者 事業主 保険会社調剤薬局

ヘルスビッグデータ
44

今後の方針

ヘルスケア業界における様々な領域でデータを活かしたサービスを提供し、データの還元を受け、さらにサービスを進化させるというエコシステム

でデータと事業領域を拡張していきます。



RWDビジネス 1.0

RWDビジネス 2.0

RWDビジネス 3.0

10年前 現在

匿名加工情報の大規模データベース

• レセプト、DPCデータ, etc.

DB研究、アンメットメディカルニーズ把握

仮名化情報のリアルタイムデータベース

• 電子カルテなどの診療データ、活動データ

診療支援、デジタルGxP、デジタル保健指導etc.

• データ基盤は整いつつあるが,,,

• 業績インパクトはまだまだ

• かつてのJMDCを彷彿

個人情報によるEHR,PHR

• バイタルデータ, etc.

個別化治療などへの展開

45

ヘルスデータ事業の次のステップ

データリテラシーの向上によりRWDビジネス1.0のマーケットは順調に拡大しています。当社グループはその拡大をリードしていくとともに、次の

ステップであるRWDビジネス2.0のへの展開も進めています。



リアルタイムで
対象となる診断を抽出

生体データ

カルテデータ

治療・手術記録

医
療
機
関
に
眠
っ
て
い
る
デ
ー
タ

46

RWD2.0とは：診断情報の抽出をリアルタイムで

電子カルテをはじめとした病院内にある診療データを集約し、対象となる診断をリアルタイムで抽出します。これにより、診療科をまたぐ患者のケ

ア、対象患者（または被験者候補）の発見、症例の報告などがタイムリーに可能となります。



個々の医療機関の

課題の解決

地域医療における

ポジショニング

臨床研究

潜在の患者発掘

個人に戻る

治験対象条件に適した

サンプルを効率よく確

保可能

47

RWD2.0とは：分析後、個人に還る

データにより症例を抽出し分析したのち、患者IDに戻ることができなければその後の診療、治験などを進めることができません。

当社グループはこれまでの個人情報にかかる取組・ノウハウを活かし、安全に個人に還る仕組みを構築し診断支援を行っています。



薬剤適正使用

医療安全

感染症サーベイランス

栄養管理

…

カルテ
データ
集計

対象となる患者を選定

業務場面に最適化されたビュー

48

RWD2.0の展開：医療機関での症例支援

医療機関において、院内にあるカルテデータをリアルタイムで抽出しリスクのある患者への働きかけを行うサービスを展開しています。

患者への適切なケアのため、カルテデータだけでなく手術やレジストリなどのデータも対象に拡げていきます。



治験DB

デジタル治験・PMS Platformサービス

臨
床
レ
ポ
ー
ト

医
療
情
報

分
析
ツ
ー
ル

製薬企業 医療機関

CRO

• データセット

• ホールデータ

• BIサービス

• PMS調査

• DB研究

• 統計解析

• Ad-hoc調査

• 施設選定

• 臨床開発DB

サ
ー
ビ
ス
提
供

サ
ー
ビ
ス
提
供

業務提携

49

RWD2.0の展開：デジタル治験・PMSへの対応

製薬企業から、治験・PMSのデジタル化のニーズは非常に高く、当社グループの構築するサービスでつながる医療機関では、施設選定、被験者候補

の発見、データ抽出、解析などがリアルタイムで一貫して行うことができるサービスを提供しています。
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① RWD社開発の診療支援アプリを医療機関に導入し、電子カルテと連携

②診察室で調査対象患者の調査必要項目を集積

③ RWD社オフィスより接続し、調査進捗を随時管理

④調査データを院内で匿名加工処理したうえで、RWD社に提出

PMDA疫学相談、レジストリ信頼性調査相談にて相談済

PMS診療支援システムを用いたプロジェクトの開始

マンパワーに依らず、システムのみで

データを収集し、分析まで一気通貫で

行う（2023年上期に完了予定）

それはすでに始まっています

診断支援システムを用いたリアルタイムデータ抽出により、数年間規模のデジタルGxPプロジェクトが進んでいます。



デジタルポテンシャル

30% 程度

51

（参考）治験における巨大なデジタル化の余地

治験は巨大な事業性があり、加えて非常に大きなデジタル化の余地を有しています。

※治験国内市場の規模は、日本ＣＲＯ協会「2021年報告書」における2021年の会員の総売上高2,256億円及び日本ＳＭＯ協会「日本ＳＭＯ協会データ2021」における2021年の会員の売上高343億円を単純合算
デジタルポテンシャル（治験のデジタル化により治験に要する費用の削減が期待できる割合）は、下記出典における「伝統的な治験のコストが30%程度削減」したとの記載に基づく
出典： Clinical Trials Transformation Initiative (CTTI) 「Expansion of Expected Net Present Value Framework for Evaluating Patient Engagement Methods」
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RWDビジネス 1.0 RWDビジネス 2.0

観察・解析・示唆 支援・調査・試験

• 大量のデータを集約 • 対象ごとに個別抽出データ基盤

• 匿名加工 • 仮名加工データ加工

• 過去データ • リアルタイムデータデータ特性

• 後ろ向きの定型データ • 前向きの個別データデータ種類

用途

• 標準化、セキュリティ、個人情報保護において一貫した対応データマネジ

（参考）RWDビジネス1.0と2.0

予め蓄積された大量のデータを分析し全体を観察する1.0に加え、リアルタイムに診療や調査に必要なデータを抽出し診療支援、GxPなどにつなげる

2.0と、データビジネスの質的な広がりが進んでいます。用途が異なるため、コンフリクトすることなく相互に補完し発展していきます。



本資料は、株式会社JMDC（以下「当社」といいます。）及び当社グループの企業情報等の提供のために作成されたものであり、国内外を問

わず当社の発行する株式その他の有価証券への勧誘を構成するものではありません。

本資料に記載される当社グループの目標、計画、見積もり、予測、予想その他の将来情報については、本資料の作成時点における当社グルー

プの判断又は考えにすぎず、実際の当社グループの経営成績、財政状態その他の結果は、国内外の経済情勢、業界の動向、他社との競業、人

材の確保、技術革新、その他経営環境等により、本資料記載の内容又はそこから推測される内容と大きく異なる可能性があります。

本資料に記載される業界、市場動向又は経済情勢等に関する情報は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成しているものであり、当社グ

ループがその真実性、正確性、合理性及び網羅性について保証するものではありません。本資料に記載されている当社以外の企業等に関する

情報は、公開情報又は第三者が作成したデータ等から引用したものであり、かかる情報の正確性・適切性等について、当社は独自の検証を

行っておらず、また、これを保証するものではありません。本資料には、業界、市場動向又は経済情勢等に関し、当社グループの見立て、予

想、又は試算に基づく情報が記載されていることがありますが、これらは、本資料の作成時点における当社グループの判断又は考えにすぎず、

実際の数値はこれらと大きく異なる可能性があります。また、本資料に記載される当社グループにおける潜在的な収益機会に関する情報は、

一定の仮定に基づき当社が現時点において想定する将来的な収益機会に関する潜在的な可能性（規模感）を示すものに過ぎず、特定の時点に

おける当社の業績についての予想、計画、見込、目標等を示すものではなく、また、実際の結果はこれらと大きく異なる可能性があります。

他社の財務数値その他の指標は、会計基準又は計算方法の違い等の理由により、当社における対応する指標と直接比較することはできません。

今後の状況の変更等が本資料の内容に影響を与える可能性がありますが、当社は、本資料を更新、修正又は確認する義務を負うものではあり

ません。本資料の内容は事前の通知なく変更されることがあります。
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